
社会は ど う あ る べき か。社会は ど う あ る べき か。

人々が、安心 して幸せに生きてい く ための、人々が、安心 して幸せに生きてい く ための、

基盤 と なる も のは何か。基盤 と なる も のは何か。

それらを イ メ ー ジ し、そ して実現する こ と で、それらを イ メ ー ジ し、そ して実現する こ と で、

社会や産業を リ ー ド して ゆ く。社会や産業を リ ー ド して ゆ く。

そ の意志 と力が、私たちの培ってき た誇り です。そ の意志 と力が、私たちの培ってき た誇り です。

“鋼”をルーツ とする 私たちは、 こ れからも、“鋼”をルーツ とする 私たちは、 こ れからも、

た しかな技術力と、想像力、 そ して 実装する力を磨き、た しかな技術力と、想像力、 そ して 実装する力を磨き、

こ の社会を、 しっ か り と支え る も の を届けて いき ま す。こ の社会を、 しっ か り と支え る も の を届けて いき ま す。

未来 を かたち に し、社会に力を も た ら して い く。未来 を かたち に し、社会に力を も た ら して い く。

そ れが私たち日鉄エンジニアリ ングの使命です。  そ れが私たち日鉄エンジニアリ ングの使命です。  

未来に、かたちを。

社会に、力を。

2026年3月、創立20周年を機に、当社は
新たな企業理念体系を策定しました。中心に
据えたパーパス「未来に、かたちを。社会に、
力を。」は、存在意義と目指す方向を示す「北
極星」です。
官営八幡製鐵所の建設に端を発し、鋼で
培った技術と知見を礎にエンジニアリング事業
へと発展してきた当社にとって、社会の発展基
盤を築き、人々の暮らしと産業を支えることは、
変わらぬ使命です。事業の姿は時代とともに変
わっても、私たちが目指す方向は変わりません。
策定に当たっては、主要なお客様へのインタ

ビューと全社員アンケートを通じて、自らの強

みを客観的に見つめ直しました。確認されたの
は、「顧客に寄り添い粘り強くやり切る姿勢」と
「高い技術力」への信頼、そしてお客様目線で
期待を超える提案を求める声でした。
若手・中堅・キャリア採用など多様な社員に

よる部門を超えた議論を経て策定したパーパス
は、「ビジョン」「バリュー」とともに、新たな理
念体系「PVV」を構成しています。
社会課題が複雑化し、エンジニアリングに求

められる役割が変わり続ける今、私たちはこの
パーパスを起点に、技術やパートナーと時代の
課題を解き、社会に新たな力を生み出します。

社会的な存在意義／長期にわたって
指針として機能する「北極星」Purpose

大切にすべき価値 
「現場」「技術」「人財」「公正」
取るべき行動 
● 挑戦する ●  幅広く連携する 
●  期待を超える ●  価値を追求する

2035 長期ビジョン
複雑化・高度化する課題に挑戦し、
次世代のエンジニアリングで持続可
能な未来をデザイン・実現する

Vision 中長期に目指す姿・
戦略

Value
パーパス・ビジョンの
実現に向けた共有すべき
価値観・判断基準

パーパスが最上位概念の「北
極星」として存在し、その次に
中長期的な目標としてのビジョ
ンがあり、最後にそれらの実
現に向けた価値観・行動基準
としてバリューがある。

PVV型
企業理念体系

私たちは、何のために存在するのか。パーパス策定

創立20周年の節目に企業理念体系を見直したパーパスの策定についてご紹介します。
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